
北海道の酒米・日本酒をめぐる情勢

令和７年１月

北海道農政部農産振興課

本資料において、「清酒」 、「日本酒」の定義は次のとおりとする。
清 酒：酒税法上の分類によるもので、海外産を含め米・米麹・水を原料として発酵させて、こしたもの。
日本酒：「清酒」のうち原料米に日本産米を使用し、日本国内で醸造したもの。



■ 道産酒米の概要

１ 北海道の酒造好適米

吟風
【特徴】
・心白発現が良く、酒造適性

が高い。
・北海道で本格的に栽培され

た酒造好適米のさきがけ。
【酒質】味わい深く芳醇。

彗星
【特徴】
・大粒で収量性が高く、

タンパク含有率が低い。
【酒質】
・淡麗辛口ですっきりと

した飲み口。

きたしずく
【特徴】
・大粒で収量性が高く、

心白発現が良い。
・耐冷性が強い。
【酒質】
・雑味が少なくやわらかい味。

■ 道産酒米の作付面積

１

（ha）

吟風 上育４０４号

八反錦

空育１５８号

きらら３９７

北海２７８号（初雫）

彗星

空育酒１７０号
空育１５８号（吟風）

空育１５８号（吟風）

きたしずく

雄町

空育酒１７７号

ほしのゆめ

○ 北海道内で作付けされている酒造好適米（以下「道産酒米」という）は、H12年に優良品種に認定さ
れた「吟風（ぎんぷう）」、18年認定の「彗星（すいせい）」、26年認定の「きたしずく」の３品種。

○ 道産酒米の作付面積は近年増加傾向にあったが、コロナ禍による日本酒需要の減少により、R３年産
は314haと落ち込んだが、５年産は423ha（前年比121％）に増加した。

資料：北海道調べ。年は年産。
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２

■ 作付面積上位市町村(R５年産)

○ 道産酒米の作付面積は、市町村別では、新十津川町、旭川市、愛別町の順に多い。
○ 品種別では吟風、彗星、きたしずくの順に面積が多い。

２ 北海道内における道産酒米の作付動向

資料：北海道調べ。年は年産。
H12、17の合計との差は「初雫」の面積

市町村名 作付面積

新十津川町 140 ha 
旭川市 78 ha
愛別町 36 ha 
当別町 35 ha
増毛町 24 ha
北竜町 14 ha
東川町 10 ha 
栗山町 9 ha

倶知安町 9 ha 
雨竜町 8 ha

区分 H12 17 22 23 24 25 26 27 28 29 30 R1 2 3 4 5

作
付
面
積

吟 風 72 168 161 138 166 210 220 218 197 271 265 315 295 156 173 232

彗 星 - - 55 36 41 47 55 53 88 78 88 88 108 99 103 114

きたしずく - - - - - - 22 28 39 41 51 49 65 59 74 77

合 計 116 181 216 174 207 257 297 299 324 390 404 452 468 314 350 423

作付
市町村数 18 15 20 22 22 20 26 26 28 38 37 38 41 40 40 40

■ 品種別作付面積の推移（ha）
資料：北海道調べ。年は年産。



３ 北海道の酒蔵

画像データ：北海道酒造組合 他
３

○ 道内14市町、15酒蔵（16製造場）で日本酒を製造。

㈱碓氷勝三郎商店
根室市

福司酒造（株）
釧路市

田中酒造（株）
小樽市

小林酒造（株）
栗山町

髙砂酒造（株）
旭川市

金滴酒造（株）
新十津川町

国稀酒造（株）
増毛町

合同酒精（株）
旭川市

男山（株）
旭川市

上川大雪酒造（株）
緑丘蔵・上川町
碧雲蔵・帯広市

日本清酒（株）
札幌市

（有）二世古酒造
倶知安町

三千櫻酒造（株）
東川町箱館醸蔵（有）

七飯町

函館五稜乃蔵（株）
函館市
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４ 道産酒米を使用した北海道の日本酒

○ 道産酒米の誕生以降、道内酒蔵における道産酒米の使用割合は上昇傾向にあり、Ｒ５酒造年度
（４年７月～５年６月）は、81.3％。

○ 近年、全国新酒鑑評会やフランスのコンクールでの受賞など、高い評価を受けている。

■ 道内酒蔵における道産酒米使用割合の推移

資料：北海道酒造組合調べ。年は酒造年度。

※Ｒ元酒造年度は、新型コロナウイルス感染症の影響により決審が中止。

※Kura Master：H29から開催されている、フランスの一流ホテルのトップソムリエ等が
鑑評者となり、フランスの地で行われる日本酒のコンクール。

年度 賞 酒蔵

R6 純米大吟醸酒部門 金賞 髙砂酒造

R5 純米酒部門＆ｻｹ ｽﾊﾟｰｸﾘﾝｸﾞ部門 金賞 三千櫻酒造

R4 純米大吟醸酒部門 金賞 小林酒造

R2 純米大吟醸酒部門 プラチナ賞 小林酒造

R1
純米酒部門 プラチナ賞 上川大雪酒造

純米酒部門 金賞 国稀酒造

H30

純米酒部門 金賞 国稀酒造

純米大吟醸酒＆純米吟醸部門 金賞 髙砂酒造

純米大吟醸酒＆純米吟醸部門 金賞 小林酒造

■ 全国新酒鑑評会 金賞受賞歴

■ Kura Master（仏） 受賞歴

４※道内で育成された酒米品種の使用割合。
Ｒ３は未調査。

酒造年度 製造場（原料米品種名）

R5 合同酒精（彗星）、碓氷勝三郎商店（山田錦）、千駒酒造【福島県】（彗星）

R4 男山（彗星）、福司酒造（彗星）、千駒酒造【福島県】（きたしずく）

R3 髙砂酒造（山田錦）、碓氷勝三郎商店（山田錦）、千駒酒造【福島県】（彗星）

R2
日本清酒（きたしずく）、男山（山田錦）、国稀酒造（山田錦）、福司酒造（彗星）
千駒酒造【福島県】（きたしずく）

H30 日本清酒（きたしずく）、男山（山田錦）、福司酒造（彗星）

29 日本清酒（山田錦）、合同酒精（彗星）、男山（山田錦）、国稀酒造（山田錦）

28 日本清酒（山田錦）、国稀酒造（山田錦）

27 田中酒造（彗星）、男山（山田錦）、福司酒造（山田錦）、碓氷勝三郎商店（山田錦）

26 北の誉酒造（山田錦）、合同酒精（彗星）、男山（山田錦）、福司酒造（彗星）



５ アルコール飲料の出荷量

５

○ アルコール飲料全体の出荷量は、全国及び北海道ともにH10年をピークに減少。特に北海道は
10年対比で約半減。

○ Ｒ４年の清酒の出荷量は、10年対比で全国で４割、北海道で３割まで減少。

資料：国税庁「統計年報」。年は会計年度。
注：出荷数量は酒類課税数量。焼酎は連続式蒸留及び単式蒸留焼酎の合計、果実酒類は果実酒及び甘味果実酒の合計、ウイスキー類はウイスキー及び

ブランデーの合計、スピリッツ類はスピリッツ及び原料用アルコールの合計、雑酒は発泡酒、その他醸造酒、粉末酒、雑酒の合計。

（千kl） （千kl）

■ 酒類別出荷量の推移（全国） ■ 酒類別出荷量の推移（北海道）

○アルコール飲料全体 H10： 413千kl → R4： 197千kl（H10対比 48％）

○清酒 H10： 14千kl →   R4： 4千kl（H10対比 29％）

○アルコール飲料全体 H10：10,095千kl → R4：8,164千kl（H10対比 81％）

○清酒 H10： 1,093千kl →   R4： 407千kl（H10対比 37％）
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６ 北海道における清酒の出荷状況

６

○ 道内における清酒の出荷量は、H27酒造年度以降、年4%程度の減少傾向であったが、Ｒ１酒造年度
以降、新型コロナウイルス感染症の影響を受け大きく減少。3酒造年度以降は回復傾向で推移している
が、コロナ禍前の水準には達していない（対H30年酒造年度比▲17.3％）。

○ 特定名称酒についても同様に、Ｒ5酒造年度は対Ｈ30酒造年度比▲7.1%。

資料：北海道酒造組合調べ。年は酒造年度。
注：出荷数量は輸出数量を含み、戻入れ数量控除後。
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７ 北海道における清酒の出荷状況（直近の動向）

７

○ 道独自の緊急事態宣言発出（R2年2月28日～3月19日）以降、前年を大きく下回って推移。
特に、国による緊急事態宣言発出時（2年4月）は、前年同月比39.9％まで下落。

○ 3年11月以降、対前年比は増加傾向に転じ、６年11月は元年同月比100.4％となり、コロナ禍
以前の水準に戻りつつある。

■ 北海道の月別清酒出荷量

資料：北海道酒造組合調べ。
注：出荷数量は輸出数量を含み、戻入れ数量控除後。

（キロリットル）

前年同月比
39.9％まで下落

Ｒ元年同月比
100.4％まで回復

R1(2019).1～12
R2(2020).1～12
R3(2021).1～12
R4(2022).1～12
R5(2023).1～12
R6(2024).1～



８ 農林水産省による酒造好適米の需要量調査結果概要

８

○ 新型コロナウイルス感染症の影響から回復し、全国の全体需要量は、Ｒ４年産、５年産と増加
している。

○ 主要な銘柄・産地の需要量は増加傾向にあり、７年産は６年産対比で0.7％増加の見込み。
○ 北海道の７年産は、４年産対比で24％増加（吟風 14%増加、彗星 41％増加、きたしずく

40%増加）の見込みとなっている。

資料：農林水産省「酒造好適米等の需要量調査結果」（ Ｒ６年９月公表）

（トン）（トン）

■ 需要量調査結果（産地別） ■ 需要量調査結果（北海道・銘柄別）

7年産 6年産 5年産 4年産
産地品種銘柄 （見込） 4年産 （見込）（実績見込）（実績）

① との比較 ② ③ ④

北海道 2,080 124% 2,020 1,854 1,678 

吟風 1,209 114% 1,184 1,103 1,058 

彗星 452 141% 453 427 319 

きたしずく 401 140% 365 311 287 



９ 清酒の輸出状況

９

○ 清酒の輸出量・額は、全国では右肩上がりで推移していたものの、R５年は、アメリカ・中国等
への輸出の減少により、輸出量・額は減少。

○ 北海道はH28年以降は輸出額が大きく増加してきたが、Ｒ２年以降は、新型コロナウイルス感染
症等の影響により大きく減少。

○ 5年の北海道の輸出先は、金額は1,762万円（29％）でイギリス、数量は5.3kl（19％）で中国が
最も多い。

資料：財務省「貿易統計」

■ 清酒の輸出量・額の推移（全国） ■ 清酒の輸出量・額の推移（北海道）

■ 清酒の国別輸出量・額（北海道・Ｒ5）

国・地域名 香港
シンガポー

ル
中華人民
共和国

マカオ 台湾 ベトナム タイ 大韓民国 イギリス
オーストラ

リア
カナダ 計

金額
（百万円） 2.0 7.9 8.4 2.6 14.5 3.9 1.3 4.9 17.6 1.7 4.8 59.7

数量
（キロリットル） 0.8 2.8 5.3 0.4 0.1 5.0 0.5 3.1 3.1 0.5 2.4 27.6

16,202 16,314 
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10 北海道における清酒の消費動向等

○ 北海道の清酒消費量は、H25年度以降減少を続け、特にR２年度以降はコロナ禍の影響により
大きく減少し、４年度は16,688kl（H25対比 67.1％）。

○ 道内で消費される清酒のうち、道内酒蔵製造の道産酒の占める割合は２割程度で推移しており、
２年度以降コロナ禍で減少したが、４年度は19.9％と回復。

資料：北海道酒造組合調べ。年は年度。

■ 道内における清酒消費量に占める道産酒の割合

10

区 分 H22 23 24 25 26 27 28 29 30 R1 R2 R3 R4

道産酒出荷量 5,719 5,679 5,683 5,764 5,549 5,639 4,946 4,792 4,541 4,232 3,101 3,407 3,839

道内出荷量 4,927 4,941 4,956 4,960 4,716 4,858 4,226 4,119 3,962 3,715 2,778 2,911 3,321

道外出荷量 792 738 727 804 833 781 720 673 579 517 323 496 518

道内清酒消費量 24,053 24,539 23,996 24,837 22,965 22,928 21,842 21,438 20,308 19,513 17,379 16,566 16,688

24,053 24,539 23,996 24,837 22,965 22,928 21,842 21,438 20,308 19,513 17,379 16,566 16,688 

20.5% 20.1% 20.7% 20.0% 20.5% 21.2% 19.3% 19.2% 19.5% 19.0%
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（単位：キロリットル）



11 道産日本酒の需要喚起に向けた取組（令和６年度）

○ 日本酒の需要喚起や北海道の酒米の認知度向上に向けて、各取組を実施。

11

「酒チェン」の取組

○日本ハムファイターズ戦でのPR
（ホクレン北海道農業応援DAY）
○グルメ雑誌と連携した道産酒PR

の実施
○酒販店・飲食店関係者向け試飲会
「さけくらべ」の開催
○道産酒PR動画による発信

8/26に東京都内で道内外の関係者に
よる意見交換会を開催。

意見交換会後は北海道の酒米を使用した
日本酒で交流会を実施。

道農政部
「北海道の酒米を語ろう２０２４」

北海道の酒米を使用した
酒蔵と日本酒の紹介

道ＨＰによる酒蔵と日本酒の紹介

北海道酒造組合の取組

○一般消費者、報道機関などへの
道産日本酒情報の発信

○ホテル及び飲食店と連携した
イベントの実施

ＳＮＳ等での情報発信
道公式Ｘ、YouTube等に

よる情報発信

さけくらべの様子



《現状・課題》 《事業内容》

Ⅰ 北海道米の新たな需要拡大

○ 道産食材とのコラボレーションによる新品種「そらきらり」
の需要拡大
・実需者に対する調理・加工に適した「そらきらり」と道産食
材を使ったメニュー等のＰＲ

○ 米粉の理解醸成
・消費者に対する米粉の特性や米粉商品のＰＲ

○ 道産酒米の更なる利用拡大
・道産日本酒懇談会の開催
・道外酒蔵等との情報交換会・試飲会の実施

12 道の取組（多様な北海道米産地づくり事業）

○ 道では、本道の水稲生産力を強化していくため、令和６年度から、冷凍食品などの加工米飯や
米粉、日本酒など多様なニーズに対応した北海道米の需要・生産拡大に向けた取組を推進。

12

○ 食生活の簡便化により中食・外食の需要
の高まりが期待される中、調理や加工に適
した「そらきらり」がデビュー。

○ 高騰する輸入小麦の代替原料として期待
される米粉については、消費者にその特性
が十分に浸透していない状況。

○ 日本酒の原料となる酒米については、道
内酒蔵における道産酒米の使用率が向上し
ているものの、道外酒蔵における道産酒米
の認知度が低い状況。

○ 農家戸数が減少する中、労働力不足に対
応した「そらきらり」など多収品種や低コ
スト・省力化生産技術の導入が必要。

○ 道産酒米に対する道内酒蔵の評価は向上
しているが、更なる高品質な酒米の安定供
給が求められている。

Ⅱ 多様なニーズに対応した米生産

○ 多様なニーズに対応した新品種や栽培技術の普及推進
・低コスト・省力化・環境負荷軽低減技術検討会議・研修会
の開催

・新品種「そらきらり」などの
栽培マニュアル作成、
栽培技術指導

・酒米栽培技術指導、
生産技術研修会の開催

【需要拡大】

【生産拡大】

北海道米の需要拡大・生産拡大
↓

水稲作付面積の維持

《目指す姿》



資料：事業者数「清酒製造業の概況（国税庁）」及び「酒類製造業及び酒類卸売業の概況（国税庁）」、出荷量「統計年報（国税庁） 」より道作成
注：H30年の事業者数は未調査

（参考１）全国 事業者数と課税数量の推移

○ 事業者数・課税数量は年々減少しており、H20年に比べそれぞれ61%、62%となっている。
○ 事業者数のうち、資本金3億円超・従業員300人超の大企業はほぼ一定で推移しているが、大半を

占める中小企業と個人事業者が大きく減少。
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H20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 R元 2 3 4
個人事業者数 92 92 90 84 81 74 69 67 67 65 44 37 37 30
中小企業数 1518 1487 1469 1460 1430 1399 1376 1348 1332 1300 1203 1121 1121 1000
大企業数 6 6 5 5 6 6 6 6 6 6 5 6 4 6
出荷量(千kl) 653 616 603 603 583 587 555 554 538 525 487 458 414 399 407
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（参考２）都道府県別 事業者数及び清酒出荷量（令和４年度）

○ 事業者数は、新潟県、長野県、兵庫県の順に多く、北海道は39位。
○ 清酒出荷量は、大手酒造メーカーを有する兵庫県と京都府で全体の４割以上を占めており、北海道

のシェアは約１％。

資料：事業者数「酒類製造業及び酒類卸売業の概況(R4年調査分）（国税庁）」、出荷量「統計年報（国税庁） 」より道作成

構成比（事業者数）

構成比（出荷量）

■ 事業者数（都道府県別）

■ 出荷量（都道府県別）
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（参考３）道内酒蔵の新たな取り組み

○ 教育や食品業界、化粧品メーカーなど異業種との連携による次世代の人材育成や新たな商品開発
が活発化。
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教育との連携

地元の大学や専門学校・高校と連携
し、生徒が育てた酒米を使用した日本
酒造り、発酵や醸造の研究と次世代の
人材育成

食品業界・化粧品メーカーとの連携

酒や酒粕などの副産物を利用した様々
な商品開発

二世古酒造×倶知安農業高校 髙砂酒造×旭川農業高校

上川大雪酒造×帯広畜産大学
函館工業高等専門学校

スイーツ 水産加工品

美容品

その他食品


